
■一括計算の入力ファイル書式 

○共通 

· 文字コードは Shift-JIS、改行コードは CR+LF のテキスト形式で作成すること。 
· コメント以外は全て全て半角文字とすること。 
· 行頭に“#”（半角）を付した行はコメント行として読み飛ばします。 
· 区切り文字は１つ以上の半角空白とすること。 

 
○緯度 経度、標高の場合 

· 1 行には，緯度，経度，標高、コメントの順番で入力すること。ただし、コメントは省略可能です。 
· 緯度、経度は、度分秒または度単位で記述すること。 
· 度分秒で記述する場合，度分秒を区切らずに記述すること。 
· 度分秒で記述する場合、分および秒の整数部分は 2 桁とする。10 の位がゼロのときは空白とせず 0 とすること。 
· 度分秒で記述する場合、秒のみ小数点入力が可能です。 
［例］ 

#緯度（度分秒） 経度(度分秒)  標高（m）コメント 
325549.8728     1304405.6927  64.86    田島 
324727.3966     1310407.5053  1101.02  高千穂 
325008.5901     1305529.5557  409.07   大峰 
#330719.0564     1310346.4430  436.68   電子基準点 熊本小国 
 

○平面直角座標（Ｘ,Ｙ）、標高の場合 

· 1 行には，X，Y，座標系番号,標高、コメントの順番で入力すること。ただし、コメントは省略可能です。 
· 座標系番号で十の位がゼロのときは空白文字または 0 のどちらでも入力可能です。 
· 座標系番号は、全て同じ系番号である必要があります。 
［例］ 

#X(m)       Y(m)       座標系番号   標高（m） コメント 
-7673.629  -24790.035      2        64.86     田島 
-23180.498 6439.512        02       1101.02   高千穂 
-18214.881 -7032.804       2        409.07    大峰 
#13526.459    5869.598      2       436.68   電子基準点 熊本小国 

 


